
 
結成宣言 

 
「戦争」も「武力による威嚇」も否定し、「陸海空軍その他の戦力を保持し

ない」と宣言した日本国憲法のもと、私たちの「戦後」は８０年を迎えます。 

しかし、この国は、アジアの国々・人々への侵略・植民地支配の責任に向き合

うことなく、また、自国の戦争被害者に対する責任も放棄したまま、新たな戦

争体制づくりを急スピードで行っています。 
 

沖縄・奄美の島々では、新たな自衛隊基地が造られ、攻撃用のミサイルと部

隊が配備され、戦争態勢の構築が行われて来ました。その軍事拠点化は、いま、

九州を中心に西日本から全国に拡大しています。 
 

莫大な税金を使って、弾薬庫の建設や基地の大拡張が強行されています。全

国各地で、自然破壊、住民の分断、人権侵害が行われています。国際法が求め

る「軍民分離の原則」に反し、住宅地のすぐそばへの軍事施設建設、民間の港

湾・空港の軍事利用、公道を軍事車両が走行するまでになっています。そして、

沖縄島の住民には「屋内退避」が、宮古・八重山・奄美などの住民には生活を

捨てて、リュック一つで、攻撃対象にもなりうる九州や山口への「避難を名目

にした疎開」が強要されています。これらは実効性のない計画です。 
 

さらに政府は、自衛隊司令部の「地下化・強靭化」を全国で進めています。

住民の命をないがしろにしたまま、戦争を遂行しようとしています。これは、

住民に多大な犠牲を強いた８０年前の沖縄戦をこえ、全国を破壊する戦争計

画です。 
 

また、米日・NATO 諸国などによって、経済的に深い結びつきのある中国

を「仮想敵」とする合同軍事演習が日本各地・周辺海空域や南シナ海などで繰

り返され、「中国包囲網」の構築が行われています。そして、いよいよ中国に

届く敵基地攻撃ミサイルの配備が、琉球弧―日本列島で始まろうとしていま

す。「大軍拡」を超えた臨戦態勢の構築が目前で行われています。私たちは戦

争の加害者にも被害者にもなりたくありません。 
 

「知り、つながり、止める。」 

平和を創り出すために、本日、私たちは新たな闘いに歩み出します。互いの

情報を共有し、知恵を出し合い、つながり、連帯し、市民の共同の力で、「国

家による戦争」を止めます。 
 

ここに、「戦争止めよう！ 沖縄・西日本ネットワーク」の結成を宣言します。  
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「戦争止めよう！  沖縄・西日本ネットワーク」結成集会 参加者一同 


